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Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
等
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
等
）
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
「
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推

進
ラ
ボ
」
と
の
相
違
は
。

地
域
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ

の
最
終
目
的
は
、
地
域
の

経
済
発
展
だ
け
で
な
く

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

向
上
を
実
現
す
る
こ
と

と
し
、
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推

進
ラ
ボ
の
選
定
対
象
の

取
組
で
あ
る
地
域
の
産

学
官
金
体
制
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
、
個

別
企
業
に
対
す
る
支
援

の
取
組
も
選
定
対
象
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
選
定
さ
れ
た
場

合
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

他
地
域
と
の
交
流
機
会

の
創
出
、
中
堅
・
中
小
企

業
等
の
Ｄ
Ｘ
優
良
事
例

を
紹
介
す
る
「
Ｄ
Ｘ
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
へ
の
推
薦
資

格
付
与
も
新
た
に
追
加

し
ま
し
た
。

地
域
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ

の
審
査
の
視
点
で
は
、
Ｄ

Ｘ
推
進
を
目
指
す
取
組

を
評
価
す
る
た
め
、
審
査

の
視
点
に
「
方
向
性
」
と

「
変
革
」
を
追
加
し
ま
し

た
。「地

域
性
」
の
視
点
と

し
て
は
、
地
域
の
経
済
発

展
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
を
目
指
す
こ

と
を
前
提
に
、
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
産
業
・
企

業
の
競
争
優
位
性
の
確

立
等
に
資
す
る
取
組
を

評
価
し
て
い
ま
す
。

ラ
ボ
の
在
り
方
等
に
関

す
る
検
討
会
」（
令
和
３

年
度
産
業
経
済
研
究
委

託
事
業
）
で
は
そ
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
検
討
・
議

論
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
地
方
版
Ｉ
ｏ

Ｔ
推
進
ラ
ボ
の
実
績
を

踏
ま
え
、
地
域
社
会
全
体

で
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
組
を

さ
ら
に
加
速
さ
せ
よ
う

と
、
新
た
に
「
地
域
Ｄ
Ｘ

推
進
ラ
ボ
」
と
い
う
枠
組

み
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
１１

月

日
か
ら
公
募
を
開

３０
始
し
ま
し
た
。

今
年
２
月
３
日
ま
で

に
申
請
が
あ
っ
た
地
域

に
つ
い
て
、
申
請
内
容
に

関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
業
務
効
率
化
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
産
官
学

金
連
携
に
よ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
な
ど

を
目
指
す

地
域
を
「
地

３１

域
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ
」
の
第

一
弾
と
し
て
選
定
し
ま

し
た
。「
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ

推
進
ラ
ボ
」
か
ら
の
入
れ

替
り
な
ど
が

地
域
で
、

２９

新
た
に
２
地
域
が
加
わ

り
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
地
域

企
業
の
Ｄ
Ｘ
実
現
を
支

援
す
る
た
め
、
地
域
の
産

学
官
金
が
参
画
す
る
支

援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立

ち
上
げ
、
地
域
企
業
の
Ｄ

Ｘ
実
現
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
（
地
域
企
業
の
課

題
分
析
・
戦
略
策
定
の
伴

走
型
支
援
、
地
域
企
業
と

せ
、
地
域
産
業
・
企
業

の
競
争
上
の
優
位
性
を

確
立
さ
せ
る
な
ど
、
個
社

単
位
に
限
ら
ず
地
域
社

会
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
実
現
へ
の

期
待
感
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

地
方
自
治
体
で
Ｄ
Ｘ

推
進
戦
略
・
計
画
し
て
い

る
の
は
約
３
割
あ
り
、
Ｄ

Ｘ
実
現
に
向
け
た
各
種

戦
略
・
計
画
等
の
策
定
が

進
ん
で
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
推

進
ラ
ボ
を
求
め
る
ニ
ー

ズ
が
高
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
経
済
産
業
省
及

び
Ｉ
Ｐ
Ａ
は
、
各
地
域
の

Ｄ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
取

組
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

新
た
に
「
地
域
Ｄ
Ｘ

推

進
ラ
ボ
」
の
制
度
化
を
検

討
し
、「
地
域
Ｄ
Ｘ
推
進

せ
て
い
ま
す
。

一
方
、
我
が
国
が
目
指

す
未
来
社
会
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
や
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
基
本
方
針
（
令
和
４
年

６
月
７
日
閣
議
決
定
）の

時
代
に
お
い
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
等
を
地
域
社

会
全
体
に
普
及
・
浸
透
さ

―
―
「
地
域
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ

ボ
」
制
度
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
ね
。

経
済
産
業
省
は
、
Ｉ
Ｐ

Ａ
（
独
立
行
政
法
人
情
報

処
理
推
進
機
構
）
と
と
も

に
平
成

年
６
月
、
Ｉ
ｏ

２８

Ｔ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
Ａ

Ｉ
等
の
先
進
技
術
を
活

用
し
て
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
地
域
課
題
の
解

決
を
図
る
自
治
体
を
支

援
す
る
「
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ

推
進
ラ
ボ
」
を
制
度
化

し
、こ
れ
ま
で
に
１
０
６

地
域
の
取
組
を
選
定
、
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
都
道
府
県
単
位

で
は
、

府
県
の
取
組
を

４１

選
定
す
る
な
ど
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
取
組
は

全
国
的
に
広
が
り
を
見
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「
地
域
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ
」を
立
ち
上
げ

経
済
産
業
省

大
臣
官
房
審
議
官

（
I
T
戦
略
担
当
）

藤
田

清
太
郎
氏

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に
よ
り
、国
内
外
で
非
接
触
・
リ

モ
ー
ト
社
会
の
構
築
に
向
け
た
、デ
ジ
タ
ル
投
資
が
加
速
し
て
い
る
。「
地
域
企

業
が
今
後
も
地
域
経
済
を
支
え
る
主
体
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
動
き
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務
・
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
））を
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
の
経
済
発

展
とW

ell-being

の
向
上
を
実
現
し
た
い
」と
語
り
、新
た
に「
地
域
Ｄ
Ｘ
推

進
ラ
ボ
」
と
い
う
枠
組
み
を
立
ち
上
げ
た
、
経
済
産
業
省
の
藤
田
大
臣
官
房

審
議
官
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋

常
郎
）

そ
の
他
、
地
域
の
デ
ー

タ
連
携
基
盤
を
整
備
に

関
す
る
取
組
も
、
評
価
す

べ
き
取
組
と
し
て
追
加

し
て
い
ま
す
。

―
―
「
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推

進
ラ
ボ
」
か
ら
「
地
域
Ｄ

Ｘ
推
進
ラ
ボ
」
へ
の
移
行

し
て
も
ら
う
の
で
す
ね
。

地
域
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ

の
目
的
や
審
査
の
視
点

は
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進

ラ
ボ
と
は
異
な
る
た
め
、

既
存
の
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ

推
進
ラ
ボ
に
選
定
さ
れ

た
地
域
に
つ
い
て
は
、
地

域
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ
の
審

査
の
視
点
に
即
し
て
計

画
変
更
の
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
移
行
す
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
そ
の
た
め
に

一
定
の
移
行
期
間
（
当
面

２
〜
３
年
）を
設
け
て
い

ま
す
。

地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進

ラ
ボ
か
ら
地
域
Ｄ
Ｘ
推

進
ラ
ボ
へ
移
行
す
る
際

は
、
新
規
の
申
請
と
同
様

に
、
実
施
計
画
書
等
の
書

類
及
び
面
談
審
査
を
実

施
し
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
ラ
ボ
も
こ
れ

か
ら
自
分
た
ち
の
取
り

組
み
を
見
直
し
て
、
ぜ
ひ

Ｄ
Ｘ
ラ
ボ
に
移
行
し
、
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。
地
域
Ｄ
Ｘ
推

進
ラ
ボ
の
申
請
は
随
時

承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
多
く
の
地
域

の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

―
―
第
一
弾
選
定
地
域

地
域
企
業
が
地
域
経
済
を
支
え
る
主
体
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）の
実
行
が
不
可
欠

地
域
を「
地
域
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ
」の
第
一
弾
と
し
て
選
定

３１産
官
学
金
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
地
産
地
消
で

今号の主な記事

「地域ＤＸ推進ラボ」第 1弾選定 31地域
岡山県津山市、北海道札幌市、北海道釧路市、
福岡県北九州市、秋田県仙北市、埼玉県、
新潟県燕市、佐賀県、北海道北見市、群馬県、
北海道室蘭市、宮城県仙台市、大分県、新潟県柏崎市、
鳥取県、埼玉県入間市、岐阜県、東京都大田区、
石川県加賀市、宮崎県延岡市、愛知県幸田町、茨城県、
新潟県長岡市、静岡県、三重県、山形県、石川県白山市、
長野県、北海道函館市、大阪府大阪市、愛媛県

（申込順）
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「地域ＤＸ推進ラボ」に選定された取組は、希望に応
じて以下の支援を受けることができる。
　① 「地域ＤＸ推進ラボ」マークの使用権付与
　② ポータルサイト、ラボイベント等による広報
　③ 地域のプロジェクト・企業等の実現・発展に資す
　　るメンターの派遣
　④ 他地域との交流機会の創出
　⑤ 中堅・中小企業等のＤＸ優良事例を紹介する　　
　　「ＤＸセレクション」への推薦資格付与
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＜ＤＸの定義＞
経済産業省による「デジタルガバナンス・コード 2.0」

「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、デー

タとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズ

を基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革する

とともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文

化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること」
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地域DXの推進による地域経済の発展とWell-being の向上を目指す

の
中
か
ら

取
組
の
具

体
例
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

札
幌
市
の
例
で
す
が
、

同
市
は
１
９
８
０
年
代

に
札
幌
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
、

１
９
９
０
年
代
は
札
幌

バ
レ
ー
と
、
企
業
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
集
積
す

る
情
報
通
信
関
連
に
熱

心
な
地
域
で
す
。

同
市
は
２
０
１
６
年
、

一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ

ろ
産
業
振
興
財
団
と
「
札

幌
市
Ｉ
ｏ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
現：

札
幌
市
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）」
を
設

立
し
、
Ａ
Ｉ
推
進
部
会
、

Ｘ
Ｒ
推
進
部
会
、
Ｄ
Ｘ
推

進
部
会
を
設
け
、
北
海
道

大
学
や
金
融
機
関
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
組
み

ま
し
た
。

代
表
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
Ａ
Ｉ
。２
０
１
７
年

か
ら
「
札
幌
Ａ
Ｉ
ラ
ボ
」

を
つ
く
り
、
地
元
の
会
社

員
な
ど
約
１
０
０
０
人

の
勉
強
会
開
催
や
チ
ー

ム
を
組
ん
で
地
元
企
業

が
抱
え
る
課
題
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
・
抽
出
し
、
そ
れ

を
題
材
に
し
た
実
証
実

験
を
や
り
な
が
ら
、
Ａ
Ｉ

人
材
育
成
も
担
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
札
幌
Ａ
Ｉ
道

場
」
に
取
組
み
始
め
ま
し

た
。一

つ
の
例
が
札
幌
市

の
餃
子
店
で
す
。
人
手
に

よ
る
不
良
品
の
見
落
と

し
と
い
う
課
題
が
あ
り
、

餃
子
の
画
像
デ
ー
タ
か

ら
不
良
品
を
検
出
で
き

る
Ａ
Ｉ
を
構
築
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。

ロ
ー
カ
ル
な
話
で
す
が
、

地
元
の
企
業
に
役
立
つ

Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
を
つ
く

っ
た
の
で
す
。

同
市
は
こ
う
い
っ
た

取
組
み
を
さ
ら
に
拡
大

し
て
「
札
幌
に
Ａ
Ｉ
開
発

拠
点
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
を
全
国
に
知
ら
し
め

る
覚
悟
の
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
は
、

地
元
の
企
業
と
実
際
に

現
場
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
（
磨
き
を
か
け
）
し

な
が
ら
開
発
し
て
い
い

き
、
実
用
化
に
一
歩
で
も

近
づ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

な
お
、
札
幌
市
は
北
海

道
大
学
等
の
最
先
端
か

つ
広
範
な
研
究
開
発
と
、

そ
れ
を
社
会
実
装
す
る

意
欲
的
な
Ｉ
Ｔ
企
業
群

と
い
う
２
つ
の
札
幌
の

強
み
を
活
か
し
、
Ａ
Ｉ
や

Ｘ
Ｒ
等
の
先
端
技
術
の

活
用
、
他
分
野
と
の
融
合

に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
と
エ
コ
シ
ス
テ

ム
構
築
、
ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
等
に
よ
る
普
及
啓

発
や
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
、
補
助
金
交
付
な
ど
の

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
市

内
中
小
企
業
等
に
よ
る

Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
目
指
す
、

と
し
て
い
ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

2 面
CRF

専務理事
橋口　昌道氏

6面
環境省

地域脱炭素事業推進課長
犬丸　淳氏

（一社）カーボンリサイクルファンド～カーボンリサイクルで地方創生に貢献（2 面）
広島県～産学官連携により「カーボン・サーキュラー・エコノミー」実現へ （3 面）
太平電業～地元の未利用バイオマス資源でカーボンニュートラル発電所（3 面）
国土交通省～脱炭素社会を牽引する「グリーンイノベーション下水道」（4 面）
川崎市～脱炭素社会実現に向け官民連携の「地域エネルギー会社」設立へ （5 面）
環境省～脱炭素化にチャレンジする地方自治体を「脱炭素先行地域」に選定 （6 面）
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賄
う
農
林
水
産
業
は
ま

さ
に
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
で
す
。

今
後
も
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
と
し

て
、
自
治
体
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
方
創
生

に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

―
―
産
学
官
連
携
や
国

際
連
携
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
ま
す
か
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
民
間
企
業

主
体
で
、
会
員
企
業
等
の

寄
付
金
に
よ
っ
て
活
動
し

て
い
る
団
体
で
す
。
今
後
、

ま
す
ま
す
、
産
学
官
連
携

が
重
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

叡
智
を
結
集
す
べ
く
Ｃ
Ｃ

Ｓ
を
含
め
た
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
に
か
か
る
学
術

機
関
や
地
方
自
治
体
と

の
連
携
を
強
化
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
研
究
の
成
果
を

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
化
す
る
こ
と
の
支
援

に
力
を
入
れ
た
い
と
存
じ

ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
は
一
国
で
目
指
す

も
の
で
は
な
く
、
地
球
全

体
で
目
指
す
も
の
。
欧
米

で
も
Ｃ
Ｏ
２
利
活
用
に
か

か
る
研
究
開
発
や
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

特
に
ア
ジ
ア
レ
ベ
ル
で
の
取

組
を
加
速
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。国
が
実
施
す
る「
ア

貯
留
を
行
う
Ｃ
Ｏ
２
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
が
必

要
で
す
。

２
０
２
２
年
度
か
ら

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の

モ
デ
ル
事
業
化
を
「
社
会

実
装
ワ
ー
キ
ン
グ
」と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
は
、広

島
県
の
竹
原
市
を
中
心

と
し
て
、
広
島
県
・
竹
原

市
、
地
場
企
業
や
Ｃ
Ｒ
Ｆ

会
員
企
業
が
議
論
す
る

場
を
設
け
、
地
方
に
お
け

る
Ｃ
Ｏ
２
由
来
燃
料
（
微

細
藻
類
含
む
）、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
へ

の
炭
酸
塩
の
適
用
、
Ｃ
Ｏ

２
吸
収
源
と
し
て
の
植

林
・
瀬
戸
内
海
の
活
用
な

ど
に
つ
い
て
議
論
し
、
事

業
化
に
向
け
た
支
援
を

継
続
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
版
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
大
学
と
し

て
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
会
員
企
業
と

学
生
が
デ
ザ
イ
ン
思
考

も
活
用
し
な
が
ら
の
自
由

な
発
想
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
で
で
き
る
未

来
の
広
島
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

検
討
頂
き
ま
し
た
。
今
後

も
、カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

の
理
解
／
浸
透
の
促
進
、

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
だ
け
で
は

な
い
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
達
成
に
向
け
た
取
組
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
取
組
は
、
自
治
体
の

ご
協
力
が
極
め
て
重
要
で

す
。
今
後
ま
す
ま
す
重
要

と
な
る
食
の
自
給
自
足
を

え
て
お
り
ま
す
。
本
年
度

も
５
月
〜
６
月
に
公
募

を
行
い
ま
す
。

―
―
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
地
方
に

お
い
て
の
取
組
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
す
か
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向

け
て
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の
分
離

回
収
か
ら
輸
送
、
利
用
・

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
大
学
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
成
功
者
と
の
交

流
や
課
題
設
定
に
よ
る

チ
ー
ム
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

―
―
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
研
究
助

成
活
動
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
研
究
助
成
活

動
は
、
企
業
や
大
学
等
に

埋
も
れ
て
い
た
ア
イ
デ
ア

や
人
の
発
掘
、
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
や
気
候
変
動

対
策
に
係
る
独
創
性
や

革
新
性
に
優
れ
た
基
礎

的
な
研
究
を
支
援
し
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
実
証

試
験
や
社
会
実
装
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
化
学

品
・
燃
料
・
鉱
物
化
な
ど

の
Ｃ
Ｏ
２
リ
サ
イ
ク
ル
が

期
待
で
き
る
分
野
、
Ｃ
Ｃ

Ｓ
・
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
・
Ｂ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
等
Ｃ
Ｏ
２
の
分
離

回
収
、
水
素
関
連
な
ど
の

領
域
で
、
社
会
科
学
的
取

組
も
含
め
て
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

一
件
あ
た
り
の
助
成

額
は
１
�０
０
０
万
円
程

度
で
あ
り
、
民
間
資
金
の

特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
等
国
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
へ
つ
な
げ
る
プ

レ
ス
テ
ー
ジ
と
考
え
て
運

用
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
か
ら

毎
年
実
施
し
、
延
べ

件
４０

を
採
択
し
、
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
民
間
企
業
と
の
共
同

研
究
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
の
大
学
・
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
も

助
成
の
輪
が
拡
大
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
が
、
社
会
実

装
へ
進
む
こ
と
で
地
方
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

カーボンリサイクルで地方創生に貢献
～植林ファンドを立上げ、CO2吸収源とカーボンクレジットに係る取組を本格化～

方
法
で
あ
る
」「
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
目
標
は
経

済
活
動
を
制
限
す
る
」
と

い
っ
た
誤
解
が
ま
だ
あ
り

ま
す
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
も
活
用
し
な
が
ら
、

先
に
述
べ
た
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
の
意
義
を
科
学

に
基
づ
い
た
情
報
発
信
を

通
じ
て
広
く
周
知
し
、
幅

広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
更
に
一
般
の

方
々
に
も
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
の
考
え
方
を
ご
理

解
頂
き
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
を
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
機
会
と
捉
え
る
、
あ
る

い
は
、
国
民
お
一
人
お
一

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

自
発
的
に
変
え
て
い
く
な

ど
、
社
会
全
体
で
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
認
識
・
行
動
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

―
―
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
大
学
が
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
が
。

２
０
５
０
年
に
社
会

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
今

代
〜

代
の
若

１０

２０

者
た
ち
で
す
。カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組
に
向

け
た
考
え
方
や
起
業
家
マ

イ
ン
ド
の
醸
成
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

連
携
人
材
育
成
の
観
点
か

ら
、
毎
年
秋
に
、
若
手
社

員
を
対
象
と
し
た
「
カ
ー

と
称
す
る
再
エ
ネ
の
普
及

な
ど
だ
け
で
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
異
常
気
象
な
ど

す
で
に
起
こ
り
つ
つ
あ
る

現
象
を
も
踏
ま
え
、
防
災

を
中
心
と
し
た
地
球
温

暖
化
へ
の
適
応
に
つ
い
て

も
同
時
に
施
策
を
講
じ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
機
と
し
た
化

石
燃
料
の
高
騰
は
、
企
業

活
動
・
国
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。カ

ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

は
、
自
国
内
で
発
生
す
る

Ｃ
Ｏ
２
や
そ
の
他
資
源
を

活
用
し
て
、
燃
料
・
化
学

品
等
が
製
造
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
自
給
率
向

上
を
目
指
す
上
で
も
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の

意
義
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。い

ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ー

ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成

さ
せ
る
た
め
に
は
、
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
は
欠
か

せ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

―
―
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
と
い
う
考
え
方
の

普
及
が
必
要
と
な
り
ま

す
ね
。

「
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
無
く

す
こ
と
の
み
が
地
球
温
暖

化
を
解
決
す
る
唯
一
の

す
る
役
割
を
担
い
、ま
た
、

私
た
ち
人
を
含
め
た
生

物
の
体
は
炭
素
を
骨
格
に

し
た
物
質
で
成
り
立
ち
、

地
球
全
体
で
の
炭
素
循
環

の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
問
題
の

本
質
は
、
人
類
が
産
業
革

命
以
降
あ
ま
り
に
も
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
化
石
燃
料
を

利
用
・
燃
焼
さ
せ
て
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
自
然
の
バ

ラ
ン
ス
を
超
え
て
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２
が
増
え
て
し
ま

っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

徹
底
し
た
排
出
削
減

を
し
て
も
、
２
０
５
０
年

に
Ｃ
Ｏ
２
は
排
出
ゼ
ロ
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
、
す
な
わ

ち
、
Ｃ
Ｏ
２
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
徹
底
し

た
排
出
削
減
後
、
ど
う
工

夫
し
て
も
排
出
す
る
こ
と

に
な
る
Ｃ
Ｏ
２
」と「
科
学

技
術
の
力
で
固
定
化
・
資

源
化
さ
せ
る
Ｃ
Ｏ
２
」
を

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
て
、
実
質
の

排
出
量
を
差
し
引
き
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
人
類
が
果
た

す
べ
き
は
、
こ
の
増
え
す

ぎ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
資
源
と
し

て
活
用
・
循
環
さ
せ
、
自

然
本
来
の
バ
ラ
ン
ス
に
戻

す
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
植
物

な
ど
の
自
然
の
力
を
借
り

る
こ
と
や
模
倣
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
の
た
め

に
は
、
省
エ
ネ
や
脱
炭
素

２
０
５
０
年
に
向
け
て
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支

援
や
地
方
創
生
に
貢
献

す
る
こ
と
な
ど
を
趣
旨
と

し
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣

言
後
の
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
政
策
に
つ
い
て

解
説
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
０
年

月
、菅

１０

総
理
が
所
信
表
明
演
説

に
て
、
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指

す
こ
と
を
宣
言
し
、
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を
は
じ

め
と
し
た
革
新
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
鍵
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

同
年

月
に
は
「
２
０

１２

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン

成
長
戦
略
」
が
策
定
さ

れ
、
今
後
、
産
業
と
し
て

成
長
が
期
待
さ
れ
、か
つ
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
削
減
す

る
観
点
か
ら
も
取
組
が

不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る

分
野
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
を
含
む

の
重
要
分
野
が
設
定

１４さ
れ
、ま
た
、２
兆
円
の
グ

リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基

金
が
設
置
さ
れ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
原
料
製
造
、
燃
料

製
造
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
製

造
、Ｃ
Ｏ
２
分
離
回
収
、バ

イ
オ
も
の
づ
く
り
技
術
な

ど
、
五
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

成
、
予
算
規
模
は
合
計
で

約
５
�
９
０
０
億
円
の
大

型
開
発
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
広
島
県
大
崎
上

島
町
に
お
い
て
、
石
炭
火

力
発
電
所
か
ら
分
離
回

収
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
実
ガ
ス

を
利
用
可
能
と
す
る

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
実

証
研
究
拠
点
」
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
世
界
に
誇

れ
る
研
究
施
設
と
し
て
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け

た
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
の
意
義
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

Ｃ
Ｏ
２
を
含
む
炭
素

化
合
物
の
多
く
は
自
然

界
由
来
で
あ
り
、
カ
ー
ボ

ン
、
す
な
わ
ち
炭
素
は
、

生
命
の
維
持
に
必
須
な
基

本
物
質
で
す
。

例
え
ば
、
植
物
は
Ｃ
Ｏ

２
を
原
料
に
炭
素
化
合

物
を
合
成
し
て
自
然
に
供

す
。Ｃ

Ｒ
Ｆ
は
、
循
環
炭
素

社
会
実
現
を
目
指
し
、
約

１
７
０
の
企
業
・
個
人
・

学
術
機
関
・
地
方
自
治
体

が
加
入
す
る
業
界
横
断

組
織
で
す
。
寄
付
金
を
原

資
と
し
て
広
報
活
動
や
研

究
助
成
活
動
を
通
し
て
、

通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
へ
の
対
応
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
ア
ク
セ
ス
の
改
善
の

両
立
が
可
能
と
な
り
、
中

長
期
に
わ
た
る
日
本
及

び
世
界
の
持
続
的
発
展

に
つ
な
げ
て
い
く
方
向
性

が
示
せ
る
と
思
っ
て
い
ま

―
―
一
般
社
団
法
人

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ァ
ン
ド
（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）
の

設
立
趣
旨
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

Ｃ
Ｏ
２
を
悪
者
扱
い
す

る
の
で
は
な
く
、
炭
素
の

循
環
、
す
な
わ
ち
、
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う

考
え
方
に
立
脚
し
た
「
循

環
炭
素
社
会
」
の
構
築
を

２
０
１
９
年
８
月
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ン
ド
（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）
が
設

立
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
循
環
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
し
、約
１
７
０
の
企
業
・

個
人
・
学
術
機
関
・
地
方
自
治
体
が
加
入
す
る
業
界
横
断
組
織
で
あ
る
。
寄

付
金
を
原
資
と
し
た
広
報
活
動
や
研
究
助
成
活
動
等
を
通
し
て
、
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支
援
を
行
う
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い

る
。
Ｃ
Ｒ
Ｆ
を
訪
ね
、
橋
口
専
務
理
事
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

一般社団法人
カーボンリサイクルファンド

（ＣＲＦ）
専務理事

橋口　昌道氏

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」

業
界
横
断
、
産
学
官
連
携
で
社
会
実
装
を
加
速

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
提
言

ジ
ア
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
や
９
月
の「
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
国
際
会

議
」
も
大
き
な
後
押
し
に

な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。

―
―
最
後
に
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
に
対
す

る
取
組
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

今
年
度
は
Ｃ
Ｏ
２
吸

収
源
対
策
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
に
「
植
林
フ
ァ
ン
ド
」

を
立
ち
上
げ
、
植
林
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
に
か

か
る
ル
ー
ル
化
の
検
討
や

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
か

か
る
事
業
展
開
を
実
施
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

高
層
ビ
ル
の
木
材
利
用

な
ど
が
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
に
貢
献
す
る
と
い
う

意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
海
は
森
林

以
上
に
Ｃ
Ｏ
２
の
固
定
化

に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て
も
、
大

き
な
課
題
と
し
て
捉
え
て

い
ま
す
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
、
今
後
も
会

員
企
業
に
寄
り
添
っ
て
、

ま
た
、
一
体
と
な
っ
て
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
少
し
で
も
ご
興
味
を

持
っ
て
頂
け
ま
し
た
ら
い

つ
で
も
、
お
声
を
か
け
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

過
去
３
年
間
の
活
動
で
延
べ

件
を
採
択

40

過
去
の
成
果
が
G
I
基
金
等
の
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

地
方
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
期
待
で
き
る
テ
ー
マ
も

会員一覧
　　118法人、25個人、13自治体、17学術　(2023 年 4月 1日時点 )

～業種を超えた連携によるカーボンリサイクルの実現～

＜化学＞
旭化成株式会社
ＡＧＣ株式会社
キャポットジャパン株式会社
ＪＳＲ株式会社
ＤＩＣ株式会社
デンカ株式会社
東レ株式会社
戸田工業株式会社
BASFジャパン株式会社
丸善工業株式会社
三井化学株式会社
三菱ガス化学株式会社
三菱ケミカル株式会社
ライオン株式会社
＜電力＞
電源開発株式会社
東京電力ホールディングス�
中国電力株式会社
＜精密・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ＞
ウシオ電機株式会社
Orbray 株式会社
株式会社島津製作所
古河電気工業株式会社
＜エネルギー＞
出光興産株式会社
伊藤忠エネクス株式会社
�ＩＮＰＥＸ
ENEOSホールディングス�
大阪ガス株式会社
山陰酸素工業株式会社
石油資源開発株式会社
東京エコサービス株式会社
東京ガス株式会社
東芝エネルギーシステムズ�
日本コークス工業株式会社
株式会社日立製作所
＜ＣＯ2利用 ･再
エネ・リサイクル＞
株式会社環境システムズ

�ＣＯ 2資源化研究所
地熱技術開発株式会社
株式会社ユーグレナ
株式会社レブセル
＜鉄・セメント＞
會澤高圧コンクリート株式会社
�神戸製鋼所
住友大阪セメント株式会社
日本製鉄株式会社
太平洋セメント株式会社
三井金属鉱業株式会社
UBE三菱セメント株式会社
＜商社＞
伊藤忠商事株式会社
ＪＦＥ商事株式会社
住友商事株式会社
西華産業株式会社
双日株式会社
東京産業株式会社
東京貿易ホールディングス�
豊田通商株式会社
丸紅株式会社
三井物産株式会社
三菱商事株式会社
＜重工業＞
株式会社ＩＨＩ　
川崎重工業株式会社
住友重機械工業株式会社
三菱重工業株式会社
＜エンジニアリング＞
�荏原製作所
JFEエンジニアリング株式会社
千代田化工建設株式会社
東洋エンジニアリング株式会社
日揮ホールディングス株式会社
日鉄エンジニアリング株式会社
日本ガイシ株式会社
�日立パワーソリューションズ
株式会社フソウ
横河電機株式会社

＜印刷 ･映像 ･翻訳＞
大日本印刷株式会社
凸版印刷株式会社
株式会社サン・フレア
＜自動車 ･自動車部品＞
愛三工業株式会社
日産自動車株式会社
日本特殊陶業株式会社
＜航空・交通・輸送＞
株式会社ジャムコ
＜土木・建設・不動産＞
株式会社 FKGコーポレーション
株式会社大林組
大森建設株式会社
鹿島建設株式会社
株式会社熊谷組
清水建設株式会社
新日本空調株式会社
大成建設株式会社
太平電業株式会社
東亜建設工業株式会社
Dome Gold Mines Ltd.
�日立プラントサービス
ヒューリック株式会社
�福祉開発研究所
�フューチャーエステート
�ベルテクスコーポレーション
株式会社豊正
三井不動産株式会社
若築建設株式会社
＜金融関連＞
�大和証券グループ本社
東京海上日動火災保険（株）
日本生命保険相互株式会社
富国生命保険相互株式会社
�みずほフィナンシャルグループ
�三井住友銀行
三井トラスト・パナソニック
ファイナンス株式会社
�三菱ＵＦＪ銀行

＜食品＞
アサヒクオリティ アンド
  イノベーションズ株式会社
＜ＩＴ・分析・評価＞
� KDDI 総合研究所
富士通株式会社
ボストン・コンサルティング・
グループ合同会社
みずほリサーチ＆
テクノロジーズ株式会社

株式会社三菱総合研究所
�小売・消費財�
株式会社 TBM
＜その他関連団体等＞
（一財）カーボンフロンティア機構
（一社）コンビナート連携推進機構
JX 金属戦略技研株式会社
住石貿易株式会社
（一財）電力中央研究所
（公財）名古屋産業科学研究所
（一財）日本エネルギー経済研究所
＜個人会員（5名以
下の組織の代表）＞
　25 名
＜自治体会員＞
北海道、秋田県、
山形県、香川県、
広島県、山口県、
北海道苫小牧市、
山形県酒田市、
群馬県安中市、
広島県大崎上島町、
広島県竹原市、
山口県周南市、
長崎県西海市
＜学術会員＞
学校法人東京理科大学
国立大学法人長崎大学
　15 名

●＜海洋の活用＞NEDO・環境省事業：廃海水と生体アミンを用いた新たなCO2鉱物化法の開発
　(北里大学・安元剛講師 )　(CRF会員の出光興産株式会社と共同研究 )
●＜広島を中心とした瀬戸内の取組＞環境省事業：瀬戸内「カーボンリサイクルコンビナート」
　の実現に向けた研究　（広島大学・市川貴之教授）
●＜京都のスタートアップ＞多孔性配位高分子（PCP／MOF）を用いたCO2分離回収プロセス
　の開発　（株式会社Atomis・浅利大介氏）
●＜名古屋での植物活性化に向けた研究＞植物による二酸化炭素吸収を増進する薬剤の開発
（名古屋大学・高橋洋平特任准教授）
●＜長崎での海洋の活用＞海洋におけるCO2 吸収・循環過程の見える化のための次世代モビリティ
　の開発と沿岸浅海域のブルーカーボンの解析　（長崎大学・山本郁夫教授）
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地方創生を期待できる採択例

2023



（3）　　　　　　　２０２３年（令和５年）５月１５日 経　産　新　報 ［カーボンニュートラルへの挑戦］

カーボンニュートラルへの挑戦
２
０
２
０
年
、我
が
国

で
は
、
２
０
５
０
年
の

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
に
あ
た
り
「
温
暖

化
へ
の
対
応
は
経
済
成
長

の
制
約
で
は
な
く
、
産
業

構
造
や
経
済
社
会
の
変

革
を
も
た
ら
し
、
大
き
な

成
長
に
つ
な
が
る
発
想
の

転
換
が
必
要
」
と
の
認
識

を
示
し
、
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
広
島
県

で
は
、
そ
の
鍵
と
な
る
取

組
と
し
て
、
国
の
重
点
１４

分
野
の
中
か
ら
特
に

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」

に
着
目
し
、
工
場
等
か
ら

排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を

資
源
と
捉
え
、
Ｃ
Ｏ
２
が

生
物
や
化
学
品
、
燃
料

等
、
様
々
な
か
た
ち
に
変

化
し
な
が
ら
、
自
然
界
や

産
業
活
動
の
中
で
、
大
気

中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
持
続
的
に

循
環
す
る
社
会
経
済

「
カ
ー
ボ
ン
・
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
・エ
コ
ノ
ミ
ー
」の
実
現

を
目
指
し
、
２
０
２
１
年

よ
り
全
国
に
先
駆
け
て

取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
に
取

組
の
方
向
性
を
整
理
し
た

推
進
構
想
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
産
学
官
が
連

携
し
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
の
先
駆
的
な
研
究
拠

点
化
と
技
術
の
社
会
実

装
を
目
指
す
「
広
島
県

カ
ー
ボ
ン
・
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
協

議
会
（
通
称：

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｅ（C

ouncilofH
iros

him
A
for
a
carboN

C
ir

cular
Econom

y

）」
を
設

立
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
で
は
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
技

術
の
社
会
実
装
に
向
け

て
、複
数
の
企
業
が
コ
ス
ト

や
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
整

備
等
の
課
題
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
、
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
創
出
を
目
指
す

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

企
画
・
運
営
や
、
会
員
間

の
交
流
や
連
携
促
進
を

目
的
と
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、公
開
フ

ォ
ー
ラ
ム
等
の
情
報
発
信

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。２

０
２
２
年
度
に
は
、

本
県
の
大
崎
上
島
に
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
実
証
研
究
拠

点
が
開
所
し
、
隣
接
す
る

石
炭
ガ
ス
化
燃
料
電
池
複

合
発
電
と
Ｃ
Ｏ
２
分
離

回
収
技
術
を
組
み
合
わ

せ
た
革
新
的
低
炭
素
石

炭
火
力
発
電
に
取
り
組

む
「
大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
」

か
ら
回
収
さ
れ
た
豊
富
な

Ｃ
Ｏ
２
資
源
を
使
い
、
企

業
や
大
学
な
ど
が
現
在
、

計

件
の
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

１１
イ
ク
ル
の
技
術
開
発
や
実

証
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。本

県
独
自
で
も
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
研
究
案

件
の
発
掘
・
開
発
を
促
進

す
る
た
め
、
最
大
２
年
間

で
２
�０
０
０
万
円
／
件

の
研
究
資
金
と
専
門
家
に

よ
る
伴
走
支
援
を
行
う

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
関

連
技
術
の
研
究
・
実
証
支

援
制
度
「H

IRO
SH
IM
A

C
A
R
B
O
N
C
IR
C
U
LA

R
PRO

JE
C
T

」
を
始
動

し
、
省
エ
ネ
型
の
Ｃ
Ｏ
２

回
収
・
資
源
化
シ
ス
テ
ム

の
開
発
や
微
細
藻
類
の
大

量
培
養
手
法
の
構
築
な

ど
、９
テ
ー
マ
の
研
究
・
実

証
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
は
規
模

を
拡
大
し
て
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、
若
い
世
代
の

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
認
知
や
将
来
的
な
研

究
・
開
発
人
材
の
創
出
に

向
け
、
県
内
高
校
生
を
対

象
と
し
た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
等
の
教
育
機
会
を

提
供
し
、
企
業
や
研
究
者

と
の
交
流
機
会
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

広
島
県
は
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
の
研
究
や
社
会

実
装
を
推
進
し
、
さ
ら
に

多
く
の
自
治
体
や
企
業
、

研
究
者
等
の
皆
様
と
協

業
し
、
世
界
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
し
ま

す
。

広
島
県
に
お
け
る
産
学
官
連
携
に
よ
る

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

「
カ
ー
ボ
ン
・
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」実
現
へ

２
０
２
１
年
よ
り
全
国
に
先
駆
け
取
組
開
始

広
島
県

広
島
県

「
広
島
県
カ
ー
ボ
ン
・
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
協
議
会
」（
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）
を
設
立

「
大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
」
か
ら
回
収
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
資
源
を
使
い

企
業
や
大
学
な
ど
が
計

件
の
技
術
開
発
や
実
証
研
究
を

１１

本
県
独
自
で
も
研
究
・
実
証
支
援
制
度
を
始
動

県
内
高
校
生
に
教
育
機
会
を
提
供
、
企
業
や
研
究
者
と
交
流

マッチングイベントの様子

化石燃料のメリット・デメリットについて発表する県内高校生 HIROSHIMA  CARBON  CIRCULAR  PROJECT　概要

い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ト
マ
ト
・
イ
チ

ゴ
を
栽
培
し
、
作
業
は
地

元
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

今
後
は
、
自
社
発
電
所

で
の
運
転
、
改
善
の
経

験
、
技
術
力
を
蓄
積
す
る

Ｃ
Ｏ
２
を
活
用
す
る

農
業
ハ
ウ
ス

農
業
ハ
ウ
ス
は
、
高

設
・
溶
液
栽
培
方
式
、
ま

た
、
温
度
・
湿
度
・
Ｃ
Ｏ

２
濃
度
等
を
自
動
で
制

御
す
る
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

農
作
物
が
腰
高
に
あ

り
、
栽
培
作
業
者
に
優
し

学
・
名
古
屋
大
学
の
先
生

方
と
共
同
で
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
国
際
社
会
が

推
進
す
る
地
球
温
暖
化

防
止
・
脱
炭
素
社
会
に
更

な
る
貢
献
を
す
べ
く
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
か
ら
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
化
を
目
指
す
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

商
用
初
号
機
の
小
型

Ｃ
Ｏ
２
回
収
装
置

Ｃ
Ｏ
２
回
収
装
置
は
、

三
菱
重
工
業
株
式
会
社

（
旧
三
菱
重
工
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
）

製
で
あ
り
、
小
型
Ｃ
Ｏ
２

回
収
装
置
の
商
用
初
号

機
で
す
。

Ｃ
Ｏ
２
回
収
能
力
は

０
・
３
�
／
日
、純
度

・
９９

９
％
、
設
置
面
積
は
全
長

５
�
×
全
幅
２
�
と
、コ

ン
パ
ク
ト
で
汎
用
性
の

高
い
標
準
設
計
を
ベ
ー

ス
と
し
た
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
の
実
現
に
よ
り
、
製
造

工
場
か
ら
の
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
と
設
置
を
短
期
間

か
つ
容
易
に
実
施
で
き

る
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。

地
元
の
雇
用
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、２
０
２
２
年

６
月
に
農
業
ハ
ウ
ス
と

Ｃ
Ｏ
２
回
収
装
置
を
追

設
し
ま
し
た
。
発
電
所
で

生
じ
る
排
ガ
ス
か
ら
Ｃ

Ｏ
２
を
分
離
・
回
収
し
、

ク
リ
ー
ン
で
高
純
度
の

Ｃ
Ｏ
２
を
農
作
物
に
吸

収
さ
せ
る
こ
と
で
生
育

促
進
や
甘
味
増
加
に
活

用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
実
験
は
、
広
島
大

収
し
て
成
長
し
た
植
物

を
用
い
る
た
め
、
木
材
を

燃
や
し
て
も
Ｃ
Ｏ
２
が

増
え
な
い
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
発
電
所

で
す
。

ま
た
、
発
電
所
で
働
く

社
員
、
構
内
常
駐
協
力
会

社
社
員
の
約

％
が
広

８０

島
県
内
出
身
者
で
あ
り
、

０
０
世
帯
分
の
電
力
利

用
量
）
で
す
。

燃
料
と
な
る
木
質
チ

ッ
プ
は
、
広
島
県
産
が
９０

％
、
残
り
を
近
県
か
ら
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
元
の
未
利
用
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
の
有
効
活
用

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

燃
料
に
Ｃ
Ｏ
２
を
吸

太
平
電
業
は
、
西
風
新

都
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

（
所
在
地：

広
島
市
安

佐
南
区
）
の
営
業
運
転
を

２
０
１
９
年

月
か
ら

１０

開
始
し
ま
し
た
。

定
格
出
力
は
７
�１
０

０
�
。
年
間
送
電
電
力
量

は
約
４
９
�０
０
０
Ｍ
Ｗ

ｈ
（
お
お
よ
そ
１
６
�
０

地
元
の
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
有
効
活
用

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
発
電
所

西
風
新
都
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

Ｃ
Ｏ
２
回
収
装
置
稼
働
に
よ
り

カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
発
電
所
が
実
現

太
平
電
業

太
平
電
業

西風新都バイオマス発電所全景　ＣＯ２回収装置稼働によりカーボンネガティブ発電所が実現

農業ハウス内（トマト）

小
型
C
O
2
回
収
装
置
全
景

燃
料
と
な
る
木
質
チ
ッ
プ
は
広
島
県
産

約
１
万
６
千
世
帯
分
の
電
力
利
用
量

農
業
ハ
ウ
ス
と
Ｃ
Ｏ
２
回
収
装
置
を
追
設

発
電
所
排
ガ
ス
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
・
回
収

ク
リ
ー
ン
で
高
純
度
の
Ｃ
Ｏ
２
を
農
作
物
に

生
育
促
進
や
甘
味
増
加
に
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
実
証

と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
２
の
農

作
物
へ
の
効
果
の
検
証

を
進
め
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
農
業
・

林
業
等
の
地
域
資
源
を

生
か
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
を
中
心
と
し
た
地

域
循
環
型
モ
デ
ル
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
産
業
と
雇
用
の
創

出
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
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経　産　新　報［2050 年脱炭素社会を目指して］

す
。下

水
道
用
地
を
活
用

し
た
太
陽
光
発
電
に
取

り
組
み
、
賃
料
収
入
等
を

得
て
い
る
事
例
も
増
え

て
お
り
、
令
和
３
年
度
末

時
点
で
は
１
１
３
処
理

場
に
及
ん
で
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
脱
炭
素
に
取

組
む
こ
と
が
下
水
道
事

業
の
経
営
改
善
の
機
会

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

―
―
日
本
の
下
水
道
事

業
は
国
際
貢
献
で
き
る

の
で
は
。

世
界
に
は
ま
だ
下
水

を
燃
や
さ
ず
（
温
室
効
果

ガ
ス
を
出
さ
ず
）
固
形
燃

料
と
し
て
ご
み
焼
却
用

の
燃
料
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
更
に
、
ご
み

焼
却
の
廃
熱
を
道
路
の

融
雪
に
も
使
っ
て
い
ま

と
「
連
携
」
し
て
技
術
開

発
を
進
め
る
こ
と
で
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
や
リ

ソ
ー
ス
を
取
り
込
ん
で

い
く
と
い
う
視
点
が
必

要
で
す
。

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

も
重
要
で
す
。
人
口
減
少

で
下
水
道
職
員
数
も
減

っ
て
い
き
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
運

営
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

―
―
下
水
道
は
使
用
料

金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
た
め
、
脱
炭
素
対

策
に
コ
ス
ト
を
か
け
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
は
。

脱
炭
素
化
の
た
め
に

下
水
道
使
用
料
金
を
上

げ
る
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
は
市
町
村
の
下
水

道
部
局
だ
け
で
な
く
、
環

境
部
門
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
部
局
の
予
算
、
環
境
省

の
予
算
、
経
済
産
業
省
の

省
エ
ネ
投
資
の
予
算
な

ど
と
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
脱
炭
素
は
全
て

が
コ
ス
ト
の
か
か
る
取

り
組
み
で
は
な
く
、
例
え

ば
省
エ
ネ
等
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
料
金
等
の
維

持
管
理
費
の
削
減
に
も

寄
与
し
ま
す
の
で
、
脱
炭

素
を
契
機
と
と
ら
え
、
下

水
道
事
業
の
経
営
改
善

を
積
極
的
に
検
討
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
下
水
処
理
場
の

維
持
・
管
理
を
民
間
事
業

者
に
委
託
す
る
事
例
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、

知
見
を
有
す
る
民
間
企

業
等
と
う
ま
く
連
携
し

て
効
率
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
考
え
方

も
重
要
で
す
。

収
益
と
い
う
観
点
で

は
、
下
水
汚
泥
を
肥
料
化

し
て
Ｊ
Ａ
等
に
売
却
し

た
り
、
汚
泥
か
ら
発
生
し

た
ガ
ス
を
民
間
事
業
者

等
に
売
却
し
、
そ
の
民
間

事
業
者
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
売

電
す
る
よ
う
な
事
例
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
処
理
と
ご

み
処
理
が
連
携
し
た
地

域
の
効
率
的
な
廃
棄
物

処
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
取
組
み
も
進
ん
で
い

ま
す
。

北
海
道
の
恵
庭
市
で

は
、
下
水
処
理
の
シ
ス
テ

ム
に
ご
み
処
理
の
生
ご

み
等
を
一
緒
に
投
入
し

発
酵
さ
せ
、
ガ
ス
の
発
生

量
を
増
や
し
、
ガ
ス
を
民

間
に
売
却
し
て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
側
も
ご
み
の

量
が
減
る
た
め
、
処
理
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に
つ

な
が
り
、
ま
た
下
水
汚
泥

有
名
で
す
が
、
養
殖
に
栄

養
を
供
給
す
る
た
め
に

処
理
水
の
水
質
が
調
整

さ
れ
て
い
ま
す
。

処
理
水
質
を
緩
め
る

こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
が
減
り
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
も
減
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
回
ま
と
め
ら
れ
た
報

告
書
で
は
、
こ
う
し
た
処

理
水
質
の
在
り
方
も
含

め
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
下
水
処
理
施
設

の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
を

進
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
を

削
減
す
る
の
は
当
然
な

が
ら
、
下
水
の
持
つ
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
地
域
内
外

の
活
性
化
に
活
か
す
こ

と
も
重
要
で
す
。

農
水
産
業
や
熱
・
電
力

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
、
運
輸
部
門
の
燃
料
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

最
大
限
活
か
す
こ
と
で
、

脱
炭
素
・
循
環
型
社
会
に

貢
献
す
る
下
水
道
が
ま

さ
に
「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
下
水
道
」
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
下
水
道
が
目

指
す
べ
き
姿
で
す
。

脱
炭
素
・
循
環
型
社
会

へ
と
転
換
す
る
こ
と
を

先
導
す
る
下
水
道
を
目

指
し
、
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
、
下
水
道
へ
の
理

解
向
上
や
、
ひ
い
て
は
下

水
道
の
持
続
可
能
性
向

上
に
も
寄
与
し
て
い
く

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
そ
の
た
め
に
強
化

す
る
施
策
は
。

「
見
え
る
化
」、「
技
術

開
発
」、「
連
携
」、「
国
際

展
開
」
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。

「
見
え
る
化
」
に
つ
い

て
は
、
温
暖
化
対
策
を
行

う
上
で
、
ま
ず
は
下
水
道

施
設
が
ど
れ
く
ら
い
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し

て
い
る
か
、
ど
の
く
ら
い

温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出

し
て
い
る
か
を
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

も
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
民
間
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
促
進
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
」
に
つ

い
て
は
、２
０
５
０
年
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
社
会
の
実
現
に
向
け

て
は
既
存
の
技
術
だ
け

で
は
、
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
技
術

を
導
入
す
る
上
で
は
、
当

然
コ
ス
ト
を
下
げ
る
と

い
う
観
点
も
重
要
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
他
分
野

の
電
力
消
費
、
燃
料
使
用

を
合
わ
せ
る
と
、
全
体
の

約

・
５
％
に
相
当
し
ま

６４
す
。ま

た
、
下
水
処
理
過
程

で
発
生
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
と
し
て
、
水
処
理
過

程
に
お
け
る
Ｃ
Ｈ
４
（
メ

タ
ン
、
Ｃ
Ｏ
２
の
約

倍
３０

の
温
室
効
果
が
あ
る
）、

Ｎ
２
Ｏ
（
一
酸
化
二
窒

素
、
Ｃ
Ｏ
２
の
約
３
０
０

倍
の
温
室
効
果
が
あ
る
）

排
出
や
、
汚
泥
焼
却
過
程

に
お
け
る
Ｎ
２
Ｏ
排
出

に
つ
い
て
も
一
定
量
を

占
め
て
い
ま
す
。

―
―
報
告
書
で
は
下
水

道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す

ね
。下

水
は
一
般
家
庭
か

ら
の
排
水
も
多
い
た
め
、

室
内
温
度
等
の
影
響
に

よ
り
、
夏
は
外
気
温
よ
り

低
く
、
冬
は
暖
か
い
特
性

を
持
ち
ま
す
。
こ
の
温
度

差
を
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に

よ
り
利
用
す
れ
ば
冷
暖

房
等
に
活
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
下
水
汚
泥
に
は

有
機
分
が
含
ま
れ
て
お

り
、
発
生
し
た
バ
イ
オ
ガ

ス
に
よ
る
発
電
や
、
自
動

車
等
の
燃
料
等
に
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

け
で
な
く
、
下
水
中
に
は

窒
素
や
リ
ン
と
い
っ
た

食
物
の
成
長
に
不
可
欠

な
栄
養
素
が
豊
富
に
存

在
し
て
い
ま
す
。
窒
素
や

リ
ン
等
の
肥
料
原
料
は

輸
入
依
存
度
が
高
い
状

況
で
す
が
、
国
内
の
下
水

道
に
含
ま
れ
る
窒
素
や

リ
ン
を
肥
料
と
し
て
活

用
で
き
れ
ば
、
わ
が
国
の

農
業
の
持
続
可
能
性
に

も
貢
献
で
き
ま
す
。

―
―
下
水
を
き
れ
い
に

す
る
過
程
で
は
多
く
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に

な
る
の
で
は
。

こ
れ
ま
で
、
下
水
処
理

に
つ
い
て
は
、
処
理
水
の

水
質
を
と
に
か
く
き
れ

い
に
す
る
、
つ
ま
り
リ
ン

や
窒
素
等
を
除
去
す
る

と
い
う
こ
と
に
主
眼
が

置
か
れ
て
取
り
組
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

敢
え
て
処
理
水
質
を
緩

め
、
放
流
先
に
窒
素
や
リ

ン
等
の
栄
養
塩
を
供
給

す
る
と
い
う
視
点
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
佐
賀
県
の
有

明
海
は
海
苔
の
養
殖
が

体
の
排
出
量
約

・
１
億

１２

�－

Ｃ
Ｏ
２
の
０
・
４
％

に
相
当
し
、
特
に
地
方
公

共
団
体
の
事
務
事
業
か

ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

５
３
０
万
�－

Ｃ
Ｏ

２
の
内
訳
と
し
て
は
、
処

理
場
で
の
電
力
消
費
に

伴
う
電
力
消
費
が
約
５４

％
を
占
め
、
ポ
ン
プ
場
で

の
下
水
道
事
業
経
営
の

健
全
化
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

―
―
下
水
道
分
野
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
の
現

状
は
。

２
０
１
９
年
度
に
お

い
て
下
水
道
分
野
で
は

約
５
３
０
万
�－

Ｃ
Ｏ

２
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
が
排
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
全

―
―
下
水
道
事
業
の
現

状
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

わ
が
国
の
下
水
道
事

業
で
す
が
、
汚
水
処
理
人

普
及
率
は
２
０
２
０
年

度
末
で
全
国
平
均

・
１

９２

％
に
達
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
下
水
道
職
員

数
の
減
少
は
著
し
く
、
下

水
道
施
設
の
老
朽
化
も

進
行
し
て
お
り
、
市
町
村

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省

脱
炭
素
社
会
を
牽
引
す
る

「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
下
水
道
」

脱炭素を契機に下水道事業の経営改善を

国
土
交
通
省

水
管
理
・
国
土
保
全
局

下
水
道
部

下
水
道
企
画
課

下
水
道
国
際
技
術
室

資
源
利
用
係
長

藤
岡

勝
之
氏
に
聞
く

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
わ
が
国
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
関
す
る
２
０
３
０
年
度
の
中
期
目
標
と
し
て
、
従

来
の
２
０
１
３
年
度
比

％
削
減
の
目
標
を
７
割
以
上
引
き
上
げ
る

２６

４６

％
削
減
を
目
指
し
、
さ
ら
に
、

％
削
減
の
高
み
に
向
け
て
挑
戦
を
続
け

５０

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
下
水
道
で
は
、
２
０
１
４
年
７
月
に
下
水
道
政
策

研
究
委
員
会
が
と
り
ま
と
め
た
「
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
水
・

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
約
・
自
立
・
供
給
拠
点
化
を
目
指
し
て
各
種
取

組
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
動
き
を
踏
ま

え
、
脱
炭
素
社
会
実
現
に
貢
献
し
、
地
域
の
生
活
の
安
定
、
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に「
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
の
あ
り
方
検
討
小
委
員
会
」

を
設
置
。
下
水
道
分
野
と
し
て
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
ど
う
対
応
し
何
を

目
指
す
の
か
、
同
検
討
小
委
員
会
で
は
、
方
向
性
や
施
策
を
令
和
４
年
３

月
に
報
告
書
（
脱
炭
素
社
会
を
牽
引
す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
下

水
道
）
に
取
り
ま
と
め
た
。
国
土
交
通
省
下
水
道
企
画
課
の
藤
岡
氏
に
話

を
受
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋

常
郎
）

処
理
の
進
ん
で
い
な
い

国
々
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
国
々
へ
日
本
の

進
ん
だ
下
水
処
理
技
術

を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で

国
際
貢
献
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
国
際
展
開
に

よ
り
日
本
国
内
の
下
水

処
理
施
設
を
担
う
企
業

の
技
術
開
発
や
発
展
に

繋
げ
、
競
争
力
強
化
に
も

つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

の
が
理
想
で
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

静
脈
機
能
に
加
え
、水
・
資
源
・エ
ネ
ル

ギ
ー
の
回
収
・
供
給
を
通
じ
た
動
脈

機
能
を
強
化
し
、下
水
道
シ
ス
テ
ム
を

高
度
な
循
環
シ
ス
テ
ム
に

ニュースフラッシュ
新たに「プラチナ企業」を選定 ! デジタルトランスフォーメーション銘柄 (DX銘柄 )　2023 選定企業発表会を開催
「DX成功の秘訣とは?」デジタル時代を先導する企業がイイノホール (東京 )に集結
　2023 年 5月 9日
　経済産業省は、東京証券取引所及び独立行政法人情報処理推進機構と共同で「デジタルトランスフォーメーション銘柄 (DX
銘柄 )」を選定し、「DX銘柄 2023」及び「DX注目企業 2023」の選定企業を発表した。また、企業のDXに向けた取組を強く
後押しするため、銘柄選定企業の中から“デジタル時代を先導する企業”として「DXグランプリ企業」を発表した。さらに、
今年度から新たに、特に傑出した取組を制度開始当初から継続している企業を「DXプラチナ企業 2023-2025」として選定した。
発表会では、選定企業に加えてDX調査に回答した企業、関係団体が一堂に会し、企業間の交流の場とする。プログラムでは、
DX銘柄評価委員会委員長の基調講演や委員によるパネルディスカッションの他、DX銘柄に選定された企業のフォトセッショ
ンを行う。
　日時 : 令和 5年 5月 31 日 ( 水曜日 )14 時 30 分から 17 時 10 分
　主催 : 経済産業省・東京証券取引所・独立行政法人情報処理推進機構
　場所 : イイノホール&カンファレンスセンター (東京都千代田区内幸町 2-1-1 飯野ビルディング )
　開催形態 : 現地 ( 招待制 )、オンライン (一般の方 )※ オンライン配信は参加無料、事前登録不要でご覧いただけます。

わが国のデータ連携に関する取組をOuranos Ecosystem( ウラノス エコシステム )と命名
　2023 年 4月 29日
　経済産業省は、社会課題を解決に必要な、企業や業界を横断しデータを連携・活用するデータ連携に関する取組の名称を決
定した。経済産業省では、関係省庁や独立行政法人情報処理推進機構 (IPA) のデジタルアーキテクチャ・デザインセンター
(DADC)、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO) とともに、運用及び管理を行う者が異なる複数の
情報処理システムの連携の仕組みに関して、アーキテクチャの設計、研究開発・実証、社会実装・普及の取組を進めている。
の度、こうしたデータ連携に関するイニシアティブを「Ouranos Ecosystem( ウラノス エコシステム )」と命名した。

日本発のドローンの運航管理システムに関する国際規格が発行
安全かつ効率的なドローンの運航の実現を目指して (ISO 23629-5)
　2023 年 4月 27日
ドローンを安心・安全・効率的に活用するためには、飛行計画情報 (いつ、どういう経路で飛ばすか )、動態情報 (いまどこを飛んでいるか
)の管理が必要である。特に、複数のドローンを飛行させる場合には、衝突事故等を避けるため、それらの飛行計画が重複しないように調整し、
ドローン同士が接近しないようにリアルタイムで監視する必要があり、その調整を行うのが運航管理システムである。今般、その機能の構造や
用語の定義について、国際規格が発行された。これにより、システムが担うべき役割や、必要な情報、関連用語について、国際的な統一が可
能となる。高齢化や人手不足に伴い、物流や点検など、様 な々ドローンの利活用が期待される中で、日本は国際規格開発も主導している。規
格開発によって、技術開発や関連産業の更なる発展が期待できる。

政府・自治体職員必見 ! 行政×スタートアップで社会課題解決へ
「行政との連携実績のあるスタートアップ 100選」を制作
　2023 年 4月 18日

経済産業省は、スタートアップと政府・自治体との連携促進に向けて、行政との連携実績のある企業を中心に事例を紹介す
る「行政との連携実績のあるスタートアップ 100 選」を制作した。スタートアップと行政の連携を促進することで、スタート
アップの育成はもちろん、行政の課題解決力が高まる。同資料をもとに、政府・自治体におけるスタートアップの認知向上や
連携ノウハウの共有を図り、スタートアップにおける公共調達を促進していく。

2023 年版中小企業白書・小規模企業白書
　2023 年 4月 28日
　中小企業庁では、「令和 4年度中小企業の動向」及び「令和 5年度中小企業施策」(中小企業白書 )、並びに「令和 4年度小規
模企業の動向」及び「令和 5年度小規模企業施策」(小規模企業白書 )を取りまとめ、4月 28 日に閣議決定され公表した。
　中小企業・小規模事業者の動向に加えて、中小企業が変革の好機を捉えて成長を遂げるために必要な取組や、小規模事業者
が地域課題を解決し、持続的な発展を遂げるために必要な取組等について、企業事例を交えて分析を行った。
　足下の新型コロナや物価高騰、深刻な人手不足など、中小企業・小規模事業者は、引き続き厳しい状況にある。こうした中
小企業・小規模事業者を取り巻く経営環境が激変する時代を乗り越えるため、価格転嫁に加えて、GXといった構造変化も新た
な挑戦の機会と捉えた投資の拡大等に取り組み、生産性向上や賃上げを促進していくことが重要である。

「今後の原子力政策の方向性と行動指針」を決定
　2023 年 4月 28日
 「今後の原子力政策の方向性と行動指針」について、4月 28 日 ( 金 )、原子力関係閣僚会議を持ち回り開催し、決定した。
 原子力委員会による「原子力利用に関する基本的考え方」の改定や、GX実行会議における議論等を踏まえ、昨年 12 月 23 日
に原子力関係閣僚会議において、「今後の原子力政策の方向性と行動指針 (案 )」の議論を行った。その後、昨年 12 月 23 日か
ら本年 1月 22 日までパブリックコメントを実施した上で、本日 4月 28 日の「特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針」
の改定の閣議決定等を踏まえ、原子力関係閣僚会議を開催して、「今後の原子力政策の方向性と行動指針」を決定した。

新たに内閣総理大臣賞と環境大臣賞を創設 ! 第 7回「インフラメンテナンス大賞」募集を開始
　2023 年 4月 25日
　経済産業省では、国土交通省、総務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、環境省、防衛省とともに「第 7回インフラ
メンテナンス大賞」の募集を開始した。今回より内閣総理大臣賞・環境大臣賞が新設されるとともに、環境省が新規参画する。
インフラメンテナンス大賞は、日本国内の社会資本のメンテナンス (以下「インフラメンテナンス」という。)に係る優れた取
組や技術開発を表彰するもの。表彰により、好事例として広く紹介することで、わが国のインフラメンテナンスに関わる事業
者、団体、研究者等の取組を促進し、メンテナンス産業の活性化を図るとともに、インフラメンテナンスの理念の普及を図る
ことを目的として実施するものである。
 国土交通省、総務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省、防衛省が所管する施設について、以下の
各部門における優れた取組や技術開発を行った方に対して、有識者による審査を経て、内閣総理大臣賞、各大臣賞、特別賞、
優秀賞を決定する。
ア : メンテナンス実施現場における工夫部門
イ : メンテナンスを支える活動部門
ウ : 技術開発部門
　第 7回インフラメンテナンス大賞募集の応募期間 令和 5年 4月 25 日 ( 火曜日 )から令和 5年 6月 30 日 ( 金曜日 )
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的
に
不
足
す
る
電
源
は

市
場
か
ら
調
達
で
補
う

予
定
で
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ
り

市
内
で
太
陽
光
発
電
設

備
の
導
入
を
目
指
す
と

と
も
に
、
蓄
電
池
シ
ス
テ

ム
や
制
御
技
術
な
ど
を

活
用
し
て
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
に
も

可
能
な
限
り
早
期
に
取

り
組
む
こ
と
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
太

陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
着
実
に
導
入
さ
れ
る
と

と
も
に
、
民
間
事
業
者
か

ら
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
わ
る
投
資
が
促

進
さ
れ
る
な
ど
、
好
循
環

を
生
み
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
社
の
設
立
は

本
年

月
頃
を
予
定
し

１０

て
お
り
、現
在
、事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
候
補
で
あ
る
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ア
ノ
ー
ド
エ
ナ
ジ
ー
株

式
会
社
を
代
表
企
業
と

す
る
グ
ル
ー
プ
（
構
成
企

業
は
、
東
急
株
式
会
社
、

株
式
会
社
東
急
パ
ワ
ー
サ

プ
ラ
イ
、
協
力
企
業
は
、

株
式
会
社
エ
ネ
ッ
ト
、東
芝

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株

式
会
社
、booosttechno

logies

株
式
会
社
、会
社
へ

の
出
資
は
代
表
企
業
及

び
構
成
企
業
が
行
う
）
と

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
に
出
資
や

融
資
を
行
う
金
融
機
関

パ
ー
ト
ナ
ー
候
補
で
あ

る
、
川
崎
信
用
金
庫
、
株

式
会
社
き
ら
ぼ
し
銀
行
、

セ
レ
サ
川
崎
農
業
協
同
組

合
、
株
式
会
社
横
浜
銀
行

と
も
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

４

お
わ
り
に

計
画
に
お
け
る
目
標
の

達
成
に
向
け
、
大
き
な
事

業
効
果
が
見
込
ま
れ
る
本

市
が
設
立
す
る
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
会
社
は
、
官
民
連

携
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出
や
市
域
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
最
適
化

な
ど
、電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
観
点
か
ら
地
域
課
題
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
、
こ

れ
ま
で
の
自
治
体
新
電
力

と
は
一
線
を
画
し
た
未
来

型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
市
は
、
こ
う
し
た
地

域
の
脱
炭
素
化
に
向
け

た
様
々
な
取
組
を
展
開

し
、
市
民
や
事
業
者
と
の

協
働
の
も
と
、
地
域
資
産

を
活
用
し
、
川
崎
市
の
特

性
に
応
じ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
で
脱
炭
素
の
取
組
を

進
め
、
令
和

（
２
０
３

１２

０
）
年
度
の
目
標
達
成
、

ひ
い
て
は
令
和
（
２
０

３２

５
０
）年
度
の
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取

組
を
加
速
し
て
ま
い
り

ま
す
。

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の
設

立
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。こ

の
会
社
は
、地
域
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
リ
ー
ド

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

が

％
を
出
資
し
て
設
立

５１
す
る
も
の
で
、「
川
崎
モ
デ

ル
」を
掲
げ
、市
の
廃
棄
物

発
電
な
ど
か
ら
電
力
を

調
達
す
る
と
と
も
に
、
公

共
施
設
な
ど
に
対
し
て
電

力
を
販
売
す
る
こ
と
に
加

え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
電
源
開
発
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
を
行
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

事
業
展
開
で
す
が
、
小

売
電
気
事
業
に
お
け
る

電
源
構
成
は
、
当
初
は
本

市
の
廃
棄
物
発
電
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、そ
の
後
、
非
Ｆ

Ｉ
Ｔ
太
陽
光
発
電
の
大

規
模
電
源
を
活
用
な
ど

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

調
達
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と

を
想
定
し
て
お
り
、
一
時

ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
、
事
業

効
果
が
大
き
く
期
待
さ

れ
る
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
社
を
中
核
と
し
た
新
た

な
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
立
に
よ

る
地
域
の
再
エ
ネ
普
及
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

３

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
に
向
け
た
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
会
社
の
設
立

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
令

和

（
２
０
３
０
）
年
度

１２
ま
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
目
標
の
達
成

に
向
け
、
多
様
な
主
体
が

参
画
す
る
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、
地
域
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
普
及

拡
大
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。現

在
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
中
核
を
担
う
地

す
べ
き
ゴ
ー
ル
と
し
て
、市

域
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
実
質
ゼ
ロ
を
掲
げ
、

令
和

（
２
０
３
０
）
年

１２

度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
を
平
成
（
２
０
１

２５

３
）
年
度
比
で

％
削
減

５０

と
設
定
す
る
と
と
も
に
、

市
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
目
標
を
設

定
し
、
令
和
２
（
２
０
２

０
）
年
度
実
績

万
�
に

２０

対
し
、
令
和

（
２
０
３

１２

０
）
年
度
に

万
�
以
上

３３

導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。ま

た
、
計
画
で
は
基
本

理
念
を
も
と
に
八
つ
の
基

本
的
方
向
を
定
め
、
そ
の

方
向
ご
と
に

の
施
策
を

４０

体
系
化
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、こ
れ
ら
施
策
の
う
ち
、

特
に
効
果
が
高
い
事
業
を

五
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
位
置
づ
け
、
重
点
的
に

取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
五
大
プ
ロ

が
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
を
中
心
と
し
た
全
国
有

数
の
産
業
集
積
地
で
あ

り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
製
品
の

素
材
・
原
料
を
、
首
都
圏

を
は
じ
め
広
域
に
供
給
す

る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

市
民
生
活
や
産
業
活
動

に
と
っ
て
、
重
要
な
エ
リ
ア

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
特

性
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

現
状
、
製
造
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
、
多
く
の
化
石

資
源
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
多
量
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い
る

実
態
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
脱
炭
素
の
取
組
が
加

速
化
す
る
中
で
、
引
き
続

き
産
業
競
争
力
を
保
つ
た

め
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
に
適
応
し
た
新
た

な
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
へ
と
大

き
く
転
換
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
市
の
人
口
は
、

今
後
も
増
加
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
令
和

（
２
０
３

１２

０
）
年
に
は
、
約
１
６
０

万
人
に
な
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
民
生
部

門
の
活
動
量
が
今
後
も

増
加
す
る
こ
と
を
意
味

し
、現
行
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を

継
続
し
た
場
合
、
民
生
部

門
か
ら
排
出
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
が
増
加
し
続

け
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。つ

ま
り
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
市
民
・
事
業
者
等
に

行
動
変
容
を
促
し
、
脱
炭

素
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ワ
ー
ク
ス

タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受

け
、
本
市
が
気
候
変
動
に

立
ち
向
か
い
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
組

を
進
め
る
こ
と
は
責
務
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
も

と
、令
和
４（
２
０
２
２
）

年
に
川
崎
市
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
基
本
計
画

を
改
定
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
令
和
３２

（
２
０
５
０
）
年
の
目
指

海
部
の
埋
立
地
の
３
つ
の

地
形
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。丘

陵
部
及
び
低
地
部

で
は
住
宅
を
主
と
し
た
市

街
地
が
形
成
さ
れ
、
臨
海

部
は
京
浜
工
業
地
帯
の

中
心
エ
リ
ア
で
す
。
面
積

は
約
１
４
４
�
に
対
し
、

人
口
は
約
１
５
４
万
人

と
、
人
口
密
度
が
高
く
、

高
度
に
土
地
利
用
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
政
令
市

で
、
市
独
自
の
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
環
境
分
野
に
お
い
て

も
、
甚
大
な
産
業
公
害
克

服
に
向
け
て
導
入
さ
れ
た

総
量
規
制
や
全
国
に
先

駆
け
た
環
境
影
響
評
価

に
関
す
る
条
例
の
制
定
な

ど
、
本
市
が
抱
え
る
環
境

課
題
に
応
じ
た
対
策
に
こ

れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

本
市
は
、
令
和
６
年

（
２
０
２
４
）
に
市
制
１

０
０
周
年
と
い
う
歴
史

的
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

次
の
１
０
０
年
も
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
持
続
可
能

で
競
争
力
の
あ
る
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
、
令

和

（
２
０
５
０
）
年
の

３２
脱
炭
素
社
会
の
実
現
が

必
要
不
可
欠
と
認
識
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
本

市
の
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。２

川
崎
市
の

地
球
温
暖
化
対
策

川
崎
市
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
２
�
０
２

６
万
�
（
令
和
２
（
２
０

２
０
）
年
度
暫
定
値
）
で

あ
り
、
平
成

（
２
０
１

２５

３
）
年
度
と
比
較
し
て
▲

％
と
着
実
に
減
少
し
て

１５い
ま
す
が
、
政
令
市
の
中

で
最
も
多
く
排
出
し
て
い

る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
産
業
系

（
産
業
部
門
・
工
業
プ
ロ
セ

ス
部
門
・エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

部
門
）
か
ら
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
が
全
体
の

約

％
を
占
め
、
全
国
平

７６
均
の
約

％
を
大
幅
に

４６

上
回
り
ま
す
（
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
度
時

点
）。これ

は
、
本
市
臨
海
部

摩
川
を
挟
ん
で
東
京
都

に
、
南
は
横
浜
市
に
隣
接

し
て
お
り
、市
域
は
、北
西

部
の
丘
陵
部
、
多
摩
川
沿

い
の
平
坦
な
低
地
部
、
臨

１

川
崎
市
の
概
要

本
市
は
首
都
圏
の
中

心
部
に
位
置
し
、
北
は
多

川
崎
市

川
崎
市
の
脱
炭
素
社
会

川
崎
市
の
脱
炭
素
社
会

実
現
に
向
け
た
取
組

実
現
に
向
け
た
取
組

電力・エネルギーの観点から地域課題にチャレンジする地域エネルギー会社の設立を目指して
川
崎
市

環
境
局

脱
炭
素
戦
略
推
進
室

担
当
課
長

市
川

伸
之

川
崎
市
の
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
同
市
の
市
川
担
当

課
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

2020 年度部門別構成比（川崎市・全国）

川崎モデルのイメージ

全
国
有
数
の
産
業
集
積
地
、
川
崎
市

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
政
令
市
の
中
で
最
も
多
い

川
崎
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
基
本
計
画
を
改
定

八
つ
の
基
本
的
方
向
と

の
施
策
を
体
系
化

４０

「
川
崎
モ
デ
ル
」で
本
年

月「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
」設
立
へ

１０

官
民
連
携
に
よ
る
未
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
目
指
す

廃
棄
物
発
電
等
か
ら
電
力
調
達
、
公
共
施
設
等
へ
電
力
販
売

再
エ
ネ
を
着
実
に
導
入
、２
０
３
０
年
度
に

万
�
以
上
導
入

３３

令
和
5
年
度
「
知
財
功
労
賞
」

経
済
産
業
省
と
特
許
庁
は
４
月

日
、
日
本
の
知
的
財
産
権
制
度
の
発
展
・
普
及
・
啓
発
に
貢
献
し

１１

た
個
人
及
び
知
的
財
産
権
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
た
企
業
等
を
表
彰
す
る
「
知
財
功
労
賞
」
の
令
和

５
年
度
受
賞
者
を
決
定
し
、
公
表
し
た
。
今
年
度
は
、
経
済
産
業
大
臣
表
彰
と
し
て
個
人
１
名
と
企
業

等
７
者
、
特
許
庁
長
官
表
彰
と
し
て
個
人
３
名
と
企
業
等

者
を
受
賞
者
と
し
た
。
経
済
産
業
省
・

１４

特
許
庁
で
は
、
毎
年
、
知
的
財
産
権
制
度
の
発
展
及
び
普
及
・
啓
発
に
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
に
対
し
て

「
知
的
財
産
権
制
度
関
係
功
労
者
表
彰
」、
ま
た
、
制
度
を
有
効
に
活
用
し
円
滑
な
運
営
・
発
展
に
貢

献
の
あ
っ
た
企
業
等
に
対
し
て
「
知
的
財
産
権
制
度
活
用
優
良
企
業
等
表
彰
」
と
し
て
、
経
済
産
業
大

臣
表
彰
及
び
特
許
庁
長
官
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
両
表
彰
を
合
わ
せ
て
、「
知
財
功
労
賞
」
と
総
称
し

て
い
る
。

令和 5年度 受賞者及び受賞企業等
☆経済産業大臣表彰
○知的財産権制度関係功労者（50 音順）
　　久慈　直登 氏 ［一般社団法人日本知的財産協会　顧問］
○知的財産権制度活用優良企業等 ( 表彰区分／ 50 音順 )
　　株式会社エルム 知財活用企業（特許）［鹿児島県］
　　株式会社QDレーザ 知財活用企業（特許）［神奈川県］
　　株式会社 TOK 知財活用企業（特許）［東京都］
　　三笠産業株式会社 知財活用企業（特許）［奈良県］
　　株式会社Kyulux 知財活用ベンチャー  ［福岡県］
　　株式会社mediVR 知財活用ベンチャー ［大阪府］
　　平安伸銅工業株式会社　デザイン経営企業　［大阪府］

☆特許庁長官表彰
○知的財産権制度関係功労者（50 音順）
　　高林　龍 氏　 ［日本工業所有権法学会　理事長・弁護士 ]
　　丸岡　裕作 氏 ［弁理士（丸岡特許事務所所長）]
　　山下　博久 氏 ［公益財団法人刈谷少年少女発明クラブ会長 ]
○知的財産権制度活用優良企業等（表彰区分／ 50 音順）
　　FSX 株式会社 知財活用企業（特許） ［東京都］
　　株式会社 SCREENホールディングス知財活用企業（特許） ［京都府］
　　株式会社ニデック 知財活用企業（特許） ［愛知県］
　　ハードロック工業株式会社 知財活用企業（特許） ［大阪府］
　　石川樹脂工業株式会社 知財活用企業（意匠） ［石川県］
　　セイコーエプソン株式会社 知財活用企業（意匠） ［長野県］
　　株式会社池田模範堂 知財活用企業（商標） ［富山県］
　　一宮商工会議所 知財活用企業（商標） ［愛知県］
　　株式会社ミライロ 知財活用ベンチャー ［大阪府］
　　ラピュタロボティクス株式会社 知財活用ベンチャー ［東京都］
　　リバーフィールド株式会社 知財活用ベンチャー  ［東京都］
　　横河電機株式会社 オープンイノベーション推進企業［東京都］
　　国立大学法人琉球大学 オープンイノベーション推進企業［沖縄県］
　　株式会社マネーフォワード デザイン経営企業  ［東京都］
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４
月

日
に
令
和

１８

５
年
度
「
知
財
功
労

賞
」
表
彰
式
が
東
京
・

赤
坂
で
行
わ
れ
た
。

本
年
度
は
、
中
谷
経

済
産
業
副
大
臣
か
ら

の
祝
辞
の
あ
と
、
経
済

産
業
大
臣
表
彰
と
し

て
個
人
１
名
と
企
業

等
７
者
、
ま
た
、
特
許

庁
長
官
表
彰
と
し
て

個
人
３
名
と
企
業
等

者
を
表
彰
し
た
。

１４

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
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�
�
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�
�

令
和
５
年
度

「
知
財
功
労
賞
」

表
彰
式

中谷経済産業副大臣による経済産業大臣表彰

濱野特許庁長官による特許庁長官表彰



 ２０２３年（令和５年）５月１５日　　　　　　（6）経　産　新　報［2050 年脱炭素社会を目指して］

る
取
組
で
す
【
図
３
】。

今
後
の
予
定

第
４
回
募
集
は
本
年

８
月
頃
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
後
も
「
２
０
２

５
年
度
ま
で
に
少
な
く

と
も
１
０
０
か
所
の
選

定
」に
向
け
て
、募
集
・
選

定
を
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。

こ
こ
ま
で
全
国

道
府

３２

県
か
ら

地
域
が
選
定

６２

さ
れ
ま
し
た
が
、
先
行
地

域
の
取
組
を
全
国
津
々

浦
々
で
力
強
く
横
展
開
し

て
い
く
た
め
に
は
、
で
き

る
限
り
全
国
満
遍
な
く

脱
炭
素
ま
ち
づ
く
り
へ
と

発
展
さ
せ
ま
す
。

「
地
域
版
Ｇ
Ｘ
モ
デ
ル
」

に
は
、
長
野
県
生
坂
村
と

高
知
県
須
崎
市
・
日
高
村

に
２
つ
の
事
例
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
基
幹
産
業

で
あ
る
農
作
物
の
圃
場
や

加
工
施
設
、又
は
、農
業
ハ

ウ
ス
等
に
「
民
間
裨
益
型

自
営
線
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
」
を
構
築
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ

に
よ
る
需
給
調
整
で
、
地

域
の
再
エ
ネ
を
活
用
し
た

電
力
供
給
や
熱
供
給
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
効
率
化
を
図
り
、
農
作

物
栽
培
の
持
続
性
確
保

と
経
営
安
定
化
に
つ
な
げ

す
。こ

れ
ま
で
任
意
で
あ
っ

た
民
間
事
業
者
等
と
の
共

同
提
案
を
、
今
回
か
ら
必

須
の
要
件
と
し
た
結
果
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
、
送

配
電
事
業
者
、
施
工
事
業

者
、
地
域
金
融
機
関
等
と

の
連
携
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
化
さ
れ
、
計
画
提
案

の
実
現
可
能
性
が
高
ま
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、「
重
点
選

定
モ
デ
ル
」
の
新
設
で
す
。

「
①
関
係
省
庁
と
連
携
し

た
施
策
間
連
携
」、「
②
複

数
の
地
方
公
共
団
体
が

連
携
し
た
地
域
間
連

携
」、「
③
地
域
版
Ｇ
Ｘ
に

貢
献
す
る
取
組
」
及
び

「
④
民
生
部
門
電
力
以
外

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

貢
献
す
る
取
組
」
の
４
つ

の
モ
デ
ル
を
募
集
し
た
結

果
、「
①
施
策
間
連
携
」と

し
て
５
件
、「
③
地
域
版

Ｇ
Ｘ
」
と
し
て
２
件
の
モ

デ
ル
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。「施

策
間
連
携
モ
デ
ル
」

の
１
つ
が
、
福
島
県
会
津

若
松
市
の
「
デ
ジ
タ
ル
×

脱
炭
素
」の
取
組
で
す
。同

市
で
は
、
電
力
の
需
給

デ
ー
タ
等
を
Ａ
Ｉ
で
分
析

し
、
蓄
電
池
の
充
放
電
に

よ
り
複
数
エ
リ
ア
間
で
需

給
調
整
を
効
率
的
に
行

う
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
推
進
交

付
金
」（
内
閣
府
）で
実
装

さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
等
を
活
用
し
て
需
要

家
の
行
動
変
容
を
促
し
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
て
効
率

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の

取
組
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

ま
す
【
図
２
】。

ま
た
、
長
野
県
小
諸
市

の
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
×

脱
炭
素
」の
取
組
で
は
、立

地
適
正
化
計
画
で
定
め

る
「
都
市
機
能
誘
導
区

域
」
を
先
行
地
域
の
エ
リ

ア
と
定
め
、
対
象
施
設
の

集
約
化
と
併
せ
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

前
提
と
し
た
再
エ
ネ
導
入

や
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築

を
行
う
と
と
も
に
、
１
０

０
％
再
エ
ネ
稼
働
に
よ
る

Ｅ
Ｖ
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
に
よ
り
需
要
が

集
中
す
る
エ
リ
ア
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

と
福
祉
作
業
所
等
が
連

携
し
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

の
製
造
を
担
っ
て
も
ら
う

「
林
福
連
携
」
の
モ
デ
ル
を

構
築
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
山

村
地
域
で
、
間
伐
材
や
樹

皮
な
ど
も
有
効
活
用
し

て
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

等
を
行
な
い
、
脱
炭
素
化

と
林
業
振
興
の
同
時
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。移

動
や
観
光
を
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
す
る
取
組
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

栃
木
県
宇
都
宮
市
で

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
整
備
し
て
き

た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路

面
電
車
）
が
本
年
８
月
に

開
業
す
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ

を
再
エ
ネ
１
０
０
％
で
稼

働
さ
せ
る
と
と
も
に
、
路

線
バ
ス
を
Ｅ
Ｖ
化
す
る
こ

と
で
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ム
ー
ブ
」を
実
現
し
ま
す
。

兵
庫
県
姫
路
市
で
は
、

郊
外
の
遊
休
地
に
太
陽

光
電
設
備
・
蓄
電
池
を
設

置
し
、
世
界
遺
産
・
国
宝

「
姫
路
城
」
周
辺
エ
リ
ア
に

再
エ
ネ
を
供
給
す
る
こ
と

で
、
厳
し
い
利
用
規
制
の

た
め
に
再
エ
ネ
設
置
が
困

難
な
当
該
エ
リ
ア
を
脱
炭

素
化
し
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

キ
ャ
ッ
ス
ル
」
を
実
現
し
ま

す
。京

都
市
で
は
、
寺
社
な

ど
の
文
化
遺
産
百
か
所
や

商
店
街
・
大
学
な
ど
の
脱

炭
素
化
と
併
せ
て
、
七
百

台
以
上
の
Ｅ
Ｖ
タ
ク
シ
ー

を
導
入
し
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
修
学
旅
行
」
を
実
現
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
既
に
観

光
地
と
し
て
有
名
な
地
域

が
、
環
境
意
識
の
高
い
旅

行
者
の
獲
得
競
争
を
念

頭
に
置
き
、
脱
炭
素
化
で

さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
力
に
磨

き
を
か
け
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

第
３
回
の
募
集
・
選
定

第
３
回
募
集
に
当
た
っ

て
は
、
大
き
く
２
点
を
変

更
し
ま
し
た
。

１
点
目
は
、
民
間
事
業

者
等
と
の
共
同
提
案
の
要

件
化
で
す
。

脱
炭
素
先
行
地
域
は
、

地
方
公
共
団
体
（
主
に
市

町
村
）
が
主
た
る
提
案
者

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
実

現
に
は
民
間
事
業
者
等
の

参
画
・
協
力
が
不
可
欠
で

ま
た
、
秋
田
県
大
潟
村

で
は
稲
作
の
も
み
殻
を
、

兵
庫
県
淡
路
市
で
は
放

置
竹
林
を
バ
イ
オ
マ
ス
熱

供
給
事
業
に
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
厄

介
者
を
資
源
に
転
換
し
、

化
石
燃
料
の
使
用
を
削

減
し
ま
す
。

資
源
循
環
と
脱
炭
素

の
同
時
実
現
は
、
生
物
由

来
の
も
の
に
限
ら
ず
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池
で

も
進
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
愛
知
県
岡
崎

市
や
兵
庫
県
加
西
市
で

は
、電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）

に
搭
載
さ
れ
る
バ
ッ
テ

リ
ー
の
寿
命
が
車
体
よ
り

も
長
い
こ
と
に
着
目
し
、

Ｅ
Ｖ
バ
ッ
テ
リ
ー
を
住
宅

等
で
使
用
す
る
定
置
型

蓄
電
池
に
リ
ユ
ー
ス
す
る

こ
と
で
、
自
動
車
産
業
の

環
境
負
荷
低
減
と
蓄
電

池
産
業
の
新
た
な
モ
デ
ル

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

福
岡
県
北
九
州
市
で

は
、
蓄
電
池
に
加
え
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
も

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
、
新
た
な
産
業
の

創
出
を
目
指
し
て
い
ま

す
。脱

炭
素
の
取
組
は
、
農

林
業
活
性
化
や
雇
用
促

進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

例
え
ば
、
滋
賀
県
米
原

市
で
は
、
農
機
具
メ
ー

カ
ー
と
連
携
し
、
耕
作
放

棄
地
に
お
い
て
、
作
物
の

育
成
と
太
陽
光
発
電
を

同
時
に
行
う
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ（
営
農
型
太
陽

光
発
電
）
を
実
施
し
ま

す
。ま

た
、
空
調
等
に
省
Ｃ

Ｏ
２
設
備
を
導
入
し
、
Ａ

Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
実
装
し
た

環
境
配
慮
型
栽
培
ハ
ウ
ス

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
女

性
や
若
者
に
も
魅
力
が

あ
り
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
も
働
き
や
す
い
雇
用
の

場
を
提
供
し
ま
す
。

同
じ
く
滋
賀
県
の
湖

南
市
は
「
福
祉
発
祥
の

地
」
で
あ
り
、
各
種
福
祉

施
設
が
所
在
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
施
設
の
脱
炭

素
化
の
た
め
、
太
陽
光
発

電
設
備
や
蓄
電
池
に
加

え
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

そ
し
て
、
林
業
事
業
者

さ
れ
た
地
域
で
は
、
地
域

課
題
の
解
決
と
脱
炭
素

化
を
同
時
に
実
現
し
、
地

方
創
生
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
取
組
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
酪
農
が
盛
ん

な
北
海
道
の
上
士
幌
町

や
鹿
追
町
で
は
、
処
理
コ

ス
ト
や
悪
臭
が
課
題
と
な

っ
て
い
た
家
畜
ふ
ん
尿
を

集
め
て
メ
タ
ン
発
酵
さ

せ
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
副

産
物
で
あ
る
消
化
液
を

液
肥
と
し
て
畑
に
散
布

し
、
家
畜
の
飼
料
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

岡
山
県
真
庭
市
で
は
、

生
ゴ
ミ
を
原
料
と
し
て
同

様
の
資
源
循
環
を
行
う

施
設
を
建
設
中
で
す
。

初
年
度
の
令
和
４
年

度
に
は
、
４
月
と

月
に

１１

計

地
域
が
選
定
さ
れ

４６
ま
し
た
。
本
年
２
月
に
行

っ
た
第
３
回
募
集
で
は
、

全
国
か
ら

件
の
提
案
が

５８

寄
せ
ら
れ
、
有
識
者
委
員

会
の
評
価
を
踏
ま
え
て
、

４
月

日
に

件
の
提

２８

１６

案
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

【
図
１
】。

第
１
回
・
第
２
回
の

選
定
事
例

令
和
４
年
度
に
選
定

脱
炭
素
先
行

地
域
に
つ
い
て

環
境
省
で
は
、「
２
０

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
向
け
、

国
際
公
約
よ
り
も

年
２０

前
倒
し
と
な
る
２
０
３

０
年
ま
で
に
、
民
生
部
門

の
脱
炭
素
化
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
地
方
自
治
体
を

「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に

選
定
し
、
そ
の
実
現
を
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

環
境
省

環
境
省

脱
炭
素
先
行
地
域
に
つ
い
て

民生部門の脱炭素化にチャレンジする地方自治体を
「脱炭素先行地域」に選定、その実現を支援

環
境
省

大
臣
官
房

地
域
脱
炭
素
事
業
推
進
課
長

犬
丸

淳

環
境
省
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
同
省
の

犬
丸
淳
（
い
ぬ
ま
る
・
あ
つ
し
）
氏
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。全

国

道
府
県
か
ら

地
域
選
定

３２

６２

２
０
２
５
年
度
ま
で
に

か
所
選
定
へ

１００

地
域
課
題
解
決
と
脱
炭
素
化
を
実
現
し
地
方
創
生
に

脱
炭
素
ま
ち
づ
く
り
、
農
林
業
活
性
化
、

地
域
Ｇ
Ｘ
、
雇
用
促
進
、
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
な
ど

実
現
に
は
民
間
事
業
者
等
の
参
画
・
協
力
が
不
可
欠

先
行
地
域
が
選
定
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
ま
だ
選
定
地
域

が
な
い
都
県
か
ら
の
提
案

も
含
め
、
数
多
く
の
意
欲

的
な
提
案
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
今
後
は
、
既
に

選
定
さ
れ
た
地
域
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
も
注
力
し
、

２
０
３
０
年
度
ま
で
の

計
画
実
現
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
そ
こ
で
培

わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
な
ど
を

全
国
に
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

図 1

図 2図 3

自治体フェア 2023 ＆企業立地フェア 2023自治体フェア 2023 ＆企業立地フェア 2023
5 月 17 日～ 19 日 東京ビッグサイト5月 17 日～ 19 日　東京ビッグサイト
主催：一般社団法人日本経営協会主催：一般社団法人日本経営協会

自治体総合フェア 2023( 第 27回 )
�テーマ�つながり、育む、持続可能な社会へ
～世界と日本の新たな局面のなかで自治体の課題を考える～

主催　一般社団法人日本経営協会
後援
( 申請予定 )内閣府、総務省、消防庁、文部科学省、厚生労働省、国土交通省、全国知事会、全国市長会、全国町村会、指
定都市市長会、全国都道府県議会議長会、全国市議会議長会、全国町村議会議長会、東京都、独立行政法人情報処理推進機
構、国立研究開発法人防災科学技術研究所、地方公共団体情報システム機構、日本放送協会 (NHK)
協賛
( 申請予定 )一般社団法人行政情報システム研究所、一般財団法人地域活性化センター、一般財団法人地域総合整備財団、
一般財団法人都市みらい推進機構、一般財団法人地域開発研究所、一般財団法人新エネルギー財団、一般財団法人省エネル
ギーセンター、一般財団法人日本情報経済社会推進協会、一般財団法人ニューメディア開発協会、公益社団法人日本ファシ
リティマネジメント協会、公益社団法人日本建築家協会、一般社団法人文教施設協会、一般社団法人日本民間放送連盟、公
益社団法人全国自治体病院協議会、一般社団法人日本病院会、公益社団法人日本看護協会、公益財団法人日本訪問看護財団、
日本商工会議所、東京商工会議所、災害救援ボランティア推進委員会、特定非営利活動法人日本 PFI･PPP 協会、特定非営利
活動法人危機管理対策機構、特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会、一般社団法人日本テレワーク協会
会期　2023 年 5 月 17 日 ( 水 )・18 日 ( 木 )・19 日 ( 金 )　3 日間 10:00 ～ 17:00
会場　東京ビッグサイト 西 3 ホール (同時開催 : 企業立地フェア 2023)
展示会入場料　無料 (原則は招待券持参者・事前登録者、ただし当日登録者も可 )

�

�

�

�

������������������������������

������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

前回の会場の様子

会場予定規模　会場面積 : 約 3,500� 　展示面積 : 約 1,800�
出展予定者数　約 100 社・団体
来場対象者
　官庁・自治体、議会・議員、教育委員会・学校関係者、財団・社団等団体、公営企業・公社、NPO法人、医療福祉部
門、公共部門 などの関係者
全体構成
　出展ゾーン :
 (1)ICT ゾーン       (2) セキュリティゾーン
 (3) 防災・災害対策ゾーン (4) アウトソーシングゾーン
 (5) 住民サービス向上ゾーン
　出展コーナー :
 (1) 自治体DXコーナー      (2)PFI・PPP コーナー 
 (3) マイナンバー関連コーナー  (4) 子育て・教育コーナー
主催者企画
　電子政府コーナー　カンファレンス・セミナー
　主催者、協力団体、出展者により会期中 3日間開催
(1) 自治体カンファレンス (2) 出展者プレゼンテーションセミナー

オンライン展示会
　出展者オンラインブースとオンライン配信セミナーにより全国に情報発信
同時開催　企業立地フェア 2023
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前回の会場の様子
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